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中
国
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
の
実
態
　
　
　
　
　
〜 
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
を
中
心
と
し
て 
〜
李
　
　 
虎
　 
男
第
二
節
　
延
辺
の
対
北
朝
鮮
国
境
貿
易
の
構
造
　
次
に
延
辺
の
対
北
朝
鮮
国
境
貿
易
で
取
り
扱
わ
れ
る
商
品
を
見
て
見
た
い
。
表
４
で
見
る
よ
う
に
、
一
九
九
二
年
に
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
全
体
輸
出
の
三
三
・
七
％
を
占
め
、
九
三
年
に
は
三
〇
・
七
％
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
六
年
に
な
る
と
、
小
麦
粉
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
か
わ
り
五
五
・
七
％
を
占
め
た
。
九
七
年
に
は
、
小
麦
粉
が
二
一
・
六
％
、
白
米
が
三
一
％
に
な
っ
て
お
り
、
九
八
年
に
は
、
小
麦
粉
が
一
八
・
二
％
、
白
米
が
三
一
・
七
％
を
占
め
る
な
ど
、
延
辺
と
北
朝
鮮
と
貿
易
は
、
食
糧
の
輸
出
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
九
〇
年
代
か
ら
深
刻
化
し
始
め
た
北
朝
鮮
の
食
糧
危
機
が
延
辺
と
の
貿
易
量
に
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
五
年
か
ら
は
、
国
際
社
会
か
ら
北
朝
鮮
に
対
す
る
食
糧
支
援
が
行
わ
れ
始
め
た
。
そ
の
食
糧
の
大
部
分
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
る
た
め
、
延
辺
か
ら
輸
出
し
続
け
ら
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
量
は
著
し
く
減
少
し
、
一
方
、
小
麦
粉
と
白
米
の
輸
出
量
が
増
加
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
、
既
存
の
輸
出
パ
ー
タ
ン
か
ら
遺
脱
し
、
電
気
商
品
の
輸
出
が
著
し
く
増
加
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
産
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
携
帯
電
話
、
電
話
機
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
Ｖ
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
対
す
る
北
朝
鮮
か
ら
の
注
文
が
増
え
、
輸
出
量
も
著
し
く
増
加
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
　
一
方
、
延
辺
は
北
朝
鮮
か
ら
何
を
輸
入
し
て
い
た
の
か
。
主
な
輸
入
商
品
は
、
水
産
物
、
木
材
、
自
動
車
、
鉄
鋼
等
で
あ
る
。
　
表
５
で
見
る
よ
う
に
、
延
辺
が
北
朝
鮮
か
ら
主
に
輸
入
し
て
い
る
の
は
、
水
産
物
、
自
動
車
、
鉄
鋼
、
木
材
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
少
量
の
化
学
肥
料
、
鉄
等
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
九
三
│
九
四
年
に
北
朝
鮮
か
ら
の
自
動
車
の
輸
入
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
自
動
車
生
産
量
が
ほ
ぼ
皆
無
と
さ
れ
る
北
朝
鮮
か
ら
自
動
車
を
輸
入
す
る
こ
と
は
極
め
て
異
常
で
あ
る
。
　
筆
者
が
友
人
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
は
日
本
、
韓
国
か
ら
中
古
車
を
安
く
買
い
、
そ
れ
を
中
国
に
再
販
売
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
別
の
件
か
ら
、
北
朝
鮮
は
在
日
朝
鮮
人
を
通
じ
て
日
本
の
中
古
車
を
安
く
買
い
取
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
清
津
港
、
羅
津
港
ま
で
持
ち
込
み
、
そ
の
ま
ま
現
地
で
中
国
業
者
に
転
売
し
て
い
る
、
と
も
聞
か
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
平成16年11月25日
表４　90年代以後、延辺の対北朝鮮国境貿易の主要な輸出品目（単位：万ドル）
出所　延辺対外経済貿易合作局
表５　90年代延辺の対北朝鮮国境貿易の主要輸入品目　　　（単位：万ドル）
出所　延辺対外経済合作局
商品名
自動車
鉄 鋼
鉄
水産物
化学肥料
木 材
全 体
1993
5335
8242
19
789
382
419
16264
1991
186
1034
283
149
443
3668
1992
341
356
27
62
8394
1994
5588
3280
192
659
2
332
11217
1995
97
683
95
634
12
89
2388
1996
62
257
74
217
834
1997
54
334
187
81
24
193
1101
1998
50
39
19
169
217
951
1999
280
90
190
240
982
2000
364
164
86
253
848
2001
149
146
69
184
658
2002
259
16
181
371
1727
商品名
トウモロコシ
ゴマ油
落花生
冷凍豚肉
冷凍牛肉
缶 詰
砂 糖
タバコ
繊維原料
絹織物
小麦粉
石 炭
精 油
白 米
電気商品＊
総 額
1993
4449
348
435
325
70
137
275
45
122
66
14468
1991
191
34
1631
4
72
14
41
3786
1992
2094
156
348
392
128
527
142
152
312
253
6198
1994
1756
87
582
407
35
147
14
388
368
1149
319
11371
1995
39
27
4
4
21
127
2
209
124
140
618
3035
1996
18
7
3
10
187
80
48
771
31
61
1284
1997
163
7
14
36
527
34
105
755
2434
1998
86
40
169
11
404
28
132
703
2212
1999
220
24
20
63
238
92
247
840
4090
2000
37
16
24
84
168
214
37
297
188
310
1268
1401
4044
2001
162
49
28
9
161
151
691
90
339
128
304
903
1950
4965
2002
259
58
96
62
17
246
196
747
111
362
164
221
1138
2448
6125
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よ
、
自
動
車
の
輸
入
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
密
輸
」
で
あ
る
。
九
五
年
か
ら
、
北
京
中
央
政
府
の
強
い
指
示
に
よ
っ
て
、
取
締
り
が
厳
し
く
な
り
、
現
在
は
密
輸
が
ほ
ぼ
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
。
　
「
経
済
改
善
措
置
」
が
採
ら
れ
た
九
七
年
か
ら
は
、
木
材
、
鉄
鋼
、
水
産
物
が
基
本
的
に
安
定
化
し
た
輸
入
商
品
に
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
第
三
節
　
延
辺
の
対
北
朝
鮮
国
境
貿
易
の
窓
口
　
現
在
、
延
辺
に
は
八
つ
の
対
北
朝
鮮
貿
易
窓
口
が
あ
る
。
そ
の
中
の
七
箇
所
は
、
豆
満
江
を
挟
ん
で
、
北
朝
鮮
と
直
接
貿
易
を
行
っ
て
い
る
。
　
１
、
図
們
税
関
　
一
九
二
四
年
に
成
立
し
た
税
関
と
し
て
、
北
朝
鮮
の
南
陽
税
関
と
接
し
て
い
る
。
図
們
税
関
は
道
路
と
、
鉄
道
二
つ
を
利
用
す
る
い
わ
ゆ
る
「
近
代
的
な
税
関
」
で
あ
る
。
現
在
、
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
の
最
も
重
要
な
通
路
で
あ
り
、
貨
物
運
送
量
も
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
　
２
、
圏
河
税
関
　
琿
春
市
京
新
郷
に
位
置
し
て
い
る
こ
の
税
関
は
、
北
朝
鮮
の
元
汀
里
税
関
と
隣
接
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年
に
成
立
し
た
が
、
八
二
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
九
五
年
に
は
再
開
さ
れ
た
。
現
在
は
、
北
朝
鮮
の
羅
津
一
先
鋒
地
域
に
行
く
唯
一
の
通
商
税
関
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、「
琿
春
│
羅
津
│
プ
サ
ン
」、「
琿
春
│
羅
津
│
秋
田
」
の
国
際
貨
物
船
が
往
来
す
る
た
め
、
貨
物
量
は
図
們
税
関
に
続
く
第
二
位
に
な
っ
て
い
る
。
　
３
、
三
合
税
関
　
龍
井
市
に
位
置
し
て
い
る
こ
の
税
関
は
、
一
九
三
〇
年
に
設
置
さ
れ
、
北
朝
鮮
の
会
寧
税
関
と
隣
接
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
清
津
市
と
比
較
的
に
近
い
た
め
、
貨
物
量
も
相
当
多
い
。
最
近
、
北
朝
鮮
を
訪
れ
る
観
光
客
も
こ
の
税
関
を
利
用
し
て
い
る
。
　
４
、
開
山
屯
税
関
　
龍
井
市
に
位
置
し
て
い
る
こ
の
税
関
は
、
一
九
二
三
年
に
設
置
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命
中
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
九
二
年
か
ら
は
再
開
さ
れ
た
。
九
四
年
に
は
、
中
朝
双
方
が
五
〇
％
ず
つ
投
資
し
、
架
け
橋
を
新
た
に
建
設
し
、
現
在
利
用
し
て
い
る
。
　
５
、
南
坪
税
関
　
和
龍
市
に
位
置
し
て
い
る
こ
の
税
関
は
、
一
九
二
九
年
に
設
置
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
の
七
星
里
税
関
と
隣
接
し
て
お
り
、
文
化
大
革
命
の
時
期
に
は
他
の
税
関
と
同
じ
よ
う
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
九
四
年
に
再
開
す
る
と
共
に
、
中
朝
双
方
が
投
資
し
、
新
し
い
橋
を
建
設
し
た
。
　
６
、
高
成
里
税
関
　
和
龍
市
に
あ
る
こ
の
税
関
は
、
北
朝
鮮
の
両
江
道
三
常
税
関
と
隣
接
し
て
い
る
。
一
九
二
九
年
に
設
置
さ
れ
、
長
い
間
閉
鎖
状
態
が
続
い
て
い
た
。
ご
く
最
近
再
開
し
た
。
主
に
木
材
の
輸
入
を
し
て
い
る
。
　
７
、
沙
陀
子
税
関
　
琿
春
市
に
位
置
し
て
い
る
こ
の
税
関
は
、
北
朝
鮮
の
新
星
税
関
と
隣
接
し
て
い
る
。
九
五
年
、
圏
河
税
関
が
成
立
す
る
前
ま
で
は
、
貨
物
運
送
量
が
相
対
的
に
多
か
っ
た
が
、
最
近
、
貨
物
量
が
低
下
し
て
い
る
。
　
上
の
表
で
見
る
よ
う
に
、
九
〇
年
代
前
半
の
貨
物
運
送
量
は
、
主
に
、
沙
陀
子
、
南
坪
、
高
成
里
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
税
関
を
全
面
的
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
図
們
税
関
利
用
率
は
、
他
の
税
関
に
比
べ
て
圧
倒
的
で
あ
る
。
第
四
節
　
国
境
貿
易
か
ら
見
た
双
方
の
問
題
点
　
こ
こ
で
は
、
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
国
境
貿
易
の
実
態
か
ら
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
。
延
辺
側
か
ら
見
よ
う
。
①
　
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
が
萎
縮
状
態
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
延
辺
対
北
朝
鮮
の
国
境
貿
易
は
、
九
〇
年
代
の
上
半
期
ま
で
、
高
い
成
長
率
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
は
、
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
一
九
八
二
年
の
五
四
万
ド
ル
が
九
三
年
に
は
三
億
二
七
三
二
万
ド
ル
ま
で
増
加
し
、
最
高
レ
ベ
ル
の
輸
出
入
総
額
を
記
録
し
た
が
、
九
五
年
か
ら
大
幅
に
減
少
し
、
九
八
年
に
は
三
一
六
三
万
ド
ル
と
、
九
三
年
の
約
一
〇
分
の
一
程
度
に
縮
小
し
た
。
縮
小
の
大
き
な
原
因
は
、
北
朝
鮮
が
深
刻
な
経
済
難
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
難
等
の
不
安
要
因
を
抱
え
、
企
業
も
不
正
常
な
状
態
に
陥
り
活
動
自
体
が
不
可
能
に
至
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
八
〇
年
代
、
北
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
極
出所　延辺対外経済合作局
表６　90年延辺対北朝鮮各税関輸出入貨物表　（単位：トン）
年度
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
沙陀子
12675
52239
47837
25786
6650
4960
5575
2412
932
図 們
1709007
482531
408266
252958
390000
開山屯
6300
2500
7500
3000
600
三 合
37000
27400
16000
16600
5600
1114
高成里
11643
18693
14870
13235
10044
15024
51000
33610
17190
南 坪
5900
19116
15247
27907
6626
39148
74001
55214
3483
圏 河
4788
23773
70021
41387
11684
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東
地
域
に
一
五
〇
〇
〇
人
前
後
の
採
伐
工
を
派
遣
し
た
。
採
伐
工
の
給
料
は
木
材
伐
採
収
入
の
三
五
・
五
％
と
し
て
、
残
り
の
収
入
で
、
鉄
鋼
、
木
材
、
自
動
車
等
を
購
入
し
て
延
辺
に
持
ち
込
み
、
延
辺
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豚
肉
、
軽
工
業
品
等
と
バ
ー
タ
ー
貿
易
を
行
っ
た
。
　
と
こ
ろ
が
、
九
五
年
以
後
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
三
〇
億
ル
ー
ブ
ル
の
債
務
を
ロ
シ
ア
に
支
払
う
た
め
、
採
伐
工
の
給
料
す
べ
て
を
債
務
返
済
に
充
て
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
も
九
五
年
か
ら
鉄
鋼
、
木
材
、
自
動
車
の
輸
出
を
厳
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
始
め
た
。
従
っ
て
、
「
延
辺
│
ロ
シ
ア
│
北
朝
鮮
」
と
い
う
図
們
江
デ
ル
タ
の
国
境
貿
易
構
造
が
崩
壊
し
た
。
　
一
方
、
北
朝
鮮
は
特
産
物
で
あ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
鉱
石
等
原
価
の
高
い
商
品
を
日
本
、
韓
国
に
輸
出
し
、
日
本
、
韓
国
か
ら
は
中
古
自
動
車
、
鋼
鉄
等
を
輸
入
し
、
延
辺
の
食
料
、
生
活
品
等
と
物
物
交
換
す
る
と
い
う
取
引
を
実
施
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
は
、
深
刻
な
経
済
危
機
、
外
貨
危
機
等
に
陥
り
、
企
業
は
勿
論
、
貿
易
会
社
も
ま
と
も
な
経
済
活
動
が
不
可
能
と
い
う
情
況
に
到
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
国
境
貿
易
を
瞬
く
間
に
崩
壊
さ
せ
た
重
要
な
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
②
　
輸
出
入
商
品
構
造
が
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
た
め
、
競
争
の
激
し
い
市
場
経
済
の
中
で
は
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
延
辺
は
、
北
朝
鮮
か
ら
自
動
車
、
鋼
鉄
、
木
材
、
水
産
物
等
を
主
に
輸
入
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
か
ら
見
る
と
、
自
動
車
の
輸
入
に
関
し
て
は
、
政
府
か
ら
の
厳
し
い
制
限
の
み
な
ら
ず
、
国
内
の
自
動
車
価
格
も
急
激
に
低
下
し
た
た
め
、
国
境
貿
易
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
た
自
動
車
を
販
売
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
鋼
鉄
も
政
府
か
ら
の
制
限
の
み
な
ら
ず
、
国
内
の
生
産
量
が
著
し
く
増
加
し
た
た
め
、
国
境
貿
易
を
通
じ
て
輸
入
す
る
事
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
輸
出
商
品
を
見
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
白
米
、
ガ
ソ
リ
ン
、
石
炭
等
は
、
政
府
か
ら
の
正
式
な
許
可
無
し
に
は
輸
出
が
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ほ
と
ん
ど
の
輸
出
商
品
は
、
北
朝
鮮
側
が
一
方
的
に
決
め
て
中
国
側
に
提
出
し
た
品
目
で
あ
る
た
め
、
長
期
的
需
要
が
少
な
く
、
需
要
変
化
も
頻
繁
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
③
　
貿
易
会
社
の
零
細
な
規
模
と
資
金
力
の
弱
さ
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
延
辺
に
あ
る
貿
易
会
社
の
約
七
〇
％
以
上
が
仲
介
貿
易
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
自
営
貿
易
と
仲
介
貿
易
の
バ
ラ
ン
ス
が
著
し
く
崩
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
北
朝
鮮
の
経
済
が
完
全
に
回
復
さ
れ
な
い
状
態
で
行
う
貿
易
は
、
未
払
い
金
額
も
増
加
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
流
動
資
金
が
極
め
て
不
足
し
て
お
り
、
輸
出
入
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
状
態
が
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
族
は
北
朝
鮮
の
パ
ー
ト
ナ
を
過
度
に
信
用
し
す
ぎ
た
た
め
、
市
場
変
化
を
正
確
に
把
握
出
来
な
い
ま
ま
に
、
一
方
な
貿
易
黒
字
ば
か
り
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
④
　
貿
易
の
方
式
が
単
純
で
、
決
済
方
式
も
単
一
で
あ
る
点
で
あ
る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
国
境
貿
易
は
、
一
時
的
に
物
資
交
換
あ
る
い
は
現
金
交
換
で
終
る
と
い
う
、
か
つ
て
の
古
い
貿
易
形
態
で
行
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
決
済
方
式
も
単
純
で
あ
る
た
め
、
銀
行
決
済
は
行
わ
れ
ず
、
国
際
的
に
通
用
さ
れ
る
貿
易
決
済
シ
ス
テ
ム
は
執
行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
安
定
性
と
透
明
性
が
非
常
に
低
い
。
次
に
、
北
朝
鮮
側
の
問
題
点
を
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。
①
　
中
国
と
の
国
境
貿
易
の
減
少
は
、
短
期
的
な
原
因
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
、
北
朝
鮮
の
産
業
基
盤
の
脆
弱
性
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
商
品
化
さ
れ
た
製
品
の
生
産
不
足
、
輸
入
能
力
の
低
下
に
よ
る
交
易
条
件
の
悪
化
は
、
外
貨
不
足
に
悩
む
北
朝
鮮
側
の
負
担
ば
か
り
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
②
　
北
朝
鮮
の
貿
易
環
境
が
劣
悪
で
、
契
約
実
行
率
が
極
め
て
低
い
。
北
朝
鮮
の
深
刻
な
経
済
不
振
が
長
期
化
し
、
正
常
な
貿
易
環
境
は
す
で
に
崩
壊
し
て
い
る
。
最
近
、
北
朝
鮮
の
契
約
実
行
率
が
か
つ
て
の
三
〇
％
か
ら
一
〇
％
前
後
に
転
落
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
資
金
不
足
に
よ
っ
て
、
通
商
窓
口
で
貨
物
を
受
け
取
る
時
に
、
も
と
も
と
限
ら
れ
て
い
る
貨
物
の
品
目
を
む
や
み
に
変
更
し
た
り
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
一
つ
の
貿
易
会
社
が
中
国
の
複
数
の
貿
易
会
社
と
契
約
を
結
ぶ
ケ
ー
ス
も
多
発
し
て
い
る
。
③
　
通
商
地
域
で
頻
繁
に
発
生
す
る
「
乱
集
金
」
問
題
で
あ
る
。
九
六
年
ま
で
、
中
国
の
貨
物
車
が
北
朝
鮮
側
が
指
定
し
た
地
域
ま
で
自
由
に
往
来
し
て
、
貨
物
を
受
け
取
っ
て
き
た
。
勿
論
、
こ
の
時
期
に
は
税
関
通
過
、
検
査
等
は
自
由
自
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
七
年
か
ら
は
、
税
関
の
職
員
が
数
多
く
の
名
目
で
カ
ネ
を
徴
収
し
始
め
た
。
従
っ
て
、
中
国
側
か
ら
見
る
と
輸
入
商
品
の
費
用
を
不
当
に
増
加
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
国
境
貿
易
の
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
深
刻
な
の
は
、
北
朝
鮮
の
税
関
管
理
員
に
よ
る
要
求
が
日
常
化
し
、
要
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
中
国
側
の
入
国
は
勿
論
、
貨
物
さ
え
差
し
押
さ
え
ら
れ
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る
こ
と
に
な
る
。
④
　
深
刻
な
外
貨
不
足
に
直
面
し
た
北
朝
鮮
の
貿
易
会
社
は
、
商
品
を
受
け
取
っ
て
も
、
決
済
を
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
現
象
が
多
発
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
「
我
々
は
同
じ
民
族
だ
か
ら
、
一
緒
に
『
苦
難
の
行
軍
』
を
し
よ
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
決
算
を
明
日
、
明
後
日
に
と
不
当
に
延
ば
し
、
結
局
は
決
算
せ
ず
、
品
物
だ
け
受
け
取
っ
て
北
朝
鮮
に
逃
げ
込
む
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
不
完
全
な
統
計
に
よ
る
と
、
現
在
延
辺
側
が
持
つ
北
朝
鮮
側
の
未
払
い
金
額
は
二
〇
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
正
常
的
な
貿
易
発
展
の
障
害
と
な
る
重
要
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
　
　
第
五
節
　
結
び
に
加
え
て
　
こ
れ
ま
で
、
九
〇
年
代
を
中
心
に
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
の
実
態
を
考
察
し
て
み
た
。
本
来
な
ら
ば
、
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
延
辺
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
貿
易
も
国
内
外
の
複
数
の
要
因
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
発
展
せ
ず
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
問
題
を
抱
え
て
き
た
。
と
は
い
え
、
延
辺
と
北
朝
鮮
の
国
境
貿
易
は
、
世
界
で
最
も
「
閉
鎖
さ
れ
た
国
家
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
北
朝
鮮
に
相
当
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
と
も
言
え
よ
う
。
　
最
後
に
、
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
た
い
。
①
　
か
つ
て
、
社
会
主
義
の
「
大
哥
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
旧
ソ
連
及
び
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
崩
壊
に
伴
っ
て
、
中
国
は
現
在
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
は
最
大
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
。
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
、
生
活
用
品
等
、
多
く
の
製
品
が
中
国
側
か
ら
北
朝
鮮
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
国
家
的
な
次
元
か
ら
の
貿
易
、
無
償
援
助
等
を
除
く
、
大
部
分
の
貿
易
は
、
国
境
貿
易
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
深
刻
な
経
済
難
、
生
活
難
に
賄
っ
て
い
る
北
朝
鮮
に
と
っ
て
の
国
境
貿
易
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
大
き
い
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
境
貿
易
は
、
北
朝
鮮
の
地
方
と
の
間
で
直
接
取
り
引
き
で
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
地
域
経
済
に
相
当
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
②
　
農
村
生
産
体
制
の
崩
壊
、
相
次
ぎ
発
生
す
る
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
は
過
去
例
が
無
い
程
の
厳
し
い
食
糧
危
機
に
直
面
し
、
こ
の
数
年
間
に
数
百
万
人
を
超
え
る
死
者
を
生
み
出
し
た
。
国
際
社
会
か
ら
の
支
援
以
外
に
も
、
国
境
貿
易
に
よ
っ
て
、
輸
入
さ
れ
た
食
糧
が
北
朝
鮮
の
飢
饉
状
態
の
改
善
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
朝
鮮
に
お
け
る
社
会
的
混
乱
を
防
ぎ
、
社
会
秩
序
と
社
会
安
定
を
維
持
さ
せ
、
政
権
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
計
り
知
れ
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
③
　
国
境
貿
易
を
含
む
物
的
、
人
的
交
流
は
、
北
朝
鮮
国
民
に
「
改
革
・
開
放
」
が
中
国
社
会
に
も
た
ら
し
た
画
期
的
な
変
化
を
知
ら
せ
る
と
同
時
に
、
北
朝
鮮
に
お
け
る
改
革
開
放
を
促
進
さ
せ
る
重
要
な
精
神
的
作
用
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
金
正
日
委
員
長
は
二
回
に
わ
た
る
中
国
訪
問
以
後
、
内
閣
に
中
国
式
改
革
開
放
研
究
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
中
国
の
変
化
過
程
の
研
究
を
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
さ
れ
る
。
昨
年
の
「
七
・
一
経
済
改
善
」
政
策
も
こ
の
よ
う
な
脈
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
一
つ
の
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
市
場
経
済
に
関
す
る
基
本
的
な
原
理
等
を
正
確
に
把
握
せ
ず
に
進
行
さ
せ
た
た
め
、
失
敗
を
重
ね
て
い
る
。
④
　
現
在
中
国
国
内
に
は
、
四
〇
万
人
前
後
の
脱
北
者
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
長
期
間
中
国
で
生
活
し
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
現
実
的
な
生
活
ぶ
り
を
体
験
し
て
お
り
、
い
つ
か
北
朝
鮮
も
改
革
開
放
政
策
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
感
を
有
し
て
い
る
。
現
在
中
国
に
は
、
二
万
人
前
後
の
北
朝
鮮
官
僚
が
滞
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
も
中
国
の
変
化
に
つ
い
て
新
た
な
認
識
を
有
し
て
お
り
、
い
つ
か
自
分
も
中
国
の
官
僚
と
同
じ
よ
う
に
北
朝
鮮
を
率
い
て
改
革
開
放
の
路
を
歩
き
た
い
と
強
い
期
待
感
を
持
っ
て
い
る
。
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